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｢ 問 題 解 決 的 な 学 習｣ に お け る｢ 問 題｣ と そ の｢ 解 決｣ に つ い て の 検 討
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藤　井　千　春
(茨 城 大 学)
子どもたちの活動という観点から見れば，次のよう
な手順で展開されている。






















ｌ　 ル ー プ で 行 う。
| ⑥　 グ ル ープ に よ る 発 表 会 を 行 う



































































































































































































1　 教 育 と は ， 経 験 の 意 味 を 増 加 さ せ
， そ の 後 の 進
（
| を 方 向 づ け る 能 力 を 高 め る よ う に 経 験 を 改 造 な い し ｜













































































































































































































































































匚 ‾‾‾‾ ‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾ ‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾’
｜　
私 か 奈 良 時 代 の 農 民 だ っ た ら
，
防 人 を な く し て ほ
Ｉ し い と 思 い ま す 。 防 人 が な け れ ば
， お
父 さ ん が 九 州
い こ 行 っ て し ま わ な い で ， 家 族 み ん な で 仲 良 く 暮 ら せ
｜　　”　　 ‾ ‾ ’
| る か ら で す 。
匚____________
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この発言に教師が次のように問い返すとする。
「お父さんが九州へ行かされるのはイヤだと言う の






｜　 私 の お 父 さ ん は ， 今
，










































さんが家族と離れ離れにされてしまうのは，今も変わっていないと思う。1＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 一 一 一 一 一
このようにして「家族みんなで仲良く暮らせること
」
という
，この子が大切にしたい「願い」が明確にされ
る
。このように学習活動の内容と自分の「生きる」と
いうこととのつながりを見出すことにより
，以後の学
習活動において
，事実についての情報を得るための構
えが形成される
。つまり自分の「願い」にかかわる意
味を持つ事実を搜すようになってゆくのである
。
この子なりの匚願い
」を持たせることによって，例
えばその後
，江戸時代に大名は妻子を江戸に人質とし
て残すことを定められていた事実に出合って
，匚かえっ
て大名の不満が高まらないか
」との発言を述べたとす
るＯまた国語で「石うすの歌
」「川とノリオ」を読ん
で
，匚仲良く暮らしていた家族が，悲劇的に引き裂か
れることがあっていいのか」という観点から，登場人
物の心情について読み進めていったとする。
そのような後の学習活動を生み出したならば
，この
子は
，奈良時代農民についての学習活動において明
確にさせた自分の「願い
」を構えとして，以後の学習
活動において存在している
，ある特定の事実を選択的
に捉えていると言える。つまり匚家族みんなで仲良く
暮らしたい」という「願い」の実現を阻害するような
意味を持つ事実に敏感に反応していると言える
。
このように「願い
」など，その子のこだわりとっな
げて教材に関する事実の意味を考えさることにより
，
「問題」は成立しやすくなるのである。また「問題解決土の経験を通じて，その後の学習への構えが形成さ
れる。
７。おわりに
匚問題
」とは事実の持つ意味について考えることに
よって成立する
。そして匚解決」とは，より多くの事
実に基づく考え方（解釈の仕方）への再構築である
。
したがって厂問題解決的な学習」について
，次のよ
うに進めてゆくことが重要である。
①　事実の持つ意味について
，子どもたちにそれぞ
れのこだわりとつなげて考えさせること
。
②　そのようにして成立した匚問題」について，そ
れぞれの考えを確かめたり再構築したりするために繰り返し調べ活動を進めさせてゆくこと。
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